
　
10
月
19
日
『
家
読
（
う
ち
ど
く
）

講
演
会
』
が
黒
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
講
演
会
は
、
黒
川
町
家
読

連
絡
会
が
、
町
内
外
の
家
庭
に
家

読
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め

の
家
読
推
進
活
動
と
し
て
、
毎
年

開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
今
回
は
、
食
育
絵
本
の
出
版
社

『
お
む
す
び
舎
』
の
代
表
を
務
め

る
霜
鳥
英
梨
さ
ん
が
『
命
輝
か
せ

る
た
め
に
』
を
テ
ー
マ
に
講
演
を

行
い
、
絵
本
を
作
る
よ
う
に
な
っ

た
き
っ
か
け
や
食
の
大
切
さ
な
ど

を
語
り
、
参
加
者
は
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
講
演
会
に
合
わ
せ

て
絵
本
の
原
画
展
も
行
わ
れ
、
来

場
者
が
原
画
１
枚
１
枚
に
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。

家
読
（
う
ち
ど
く
）

講
演
会

↑�「体は口から食べる食べ物でできているた
め、何を食べるかが重要だ」と話す霜鳥さん
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６
２
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教育と文化

　
瀬
戸
町
早
里
地
区
に
は
、
国
道

２
０
４
号
線
沿
い
の
小
高
い
丘

に
、
大
き
な
イ
ス
ノ
キ
が
立
っ
て

い
ま
す
。

　
イ
ス
ノ
キ
は
、
マ
ン
サ
ク
科
イ

ス
ノ
キ
属
の
常
緑
樹
で
、
主
に
暖

か
い
土
地
に
自
生
す
る
樹
木
で
す
。

平
成
18
年
に
県
の
天
然
記
念
物
に

指
定
さ
れ
、
樹
高
約
13
㍍
、
目
通

り
幹
回
り
（
目
線
の
高
さ
で
の
幹

の
回
り
）
約
２
・
５
㍍
と
、
県
内

で
も
屈
指
の
大
き
さ
で
す
。『
ヒ
ョ

ン
の
木
』
と
い
う
別
名
が
あ
り
、

虫ち
ゅ
う
え
い嬰
と
い
う
虫
の
寄
生
な
ど
に

よ
っ
て
出
来
た
空
洞
の
コ
ブ
を
、

笛
の
よ
う
に
し
て
吹
く
と
『
ヒ
ョ

ン
』
と
鳴
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ

う
に
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
イ
ス
ノ
キ
は
『
柞ゆ

す
は
い灰
』
と
い
う

磁
器
の
釉
薬
の
原
料
が
と
れ
、
柞

灰
は
江
戸
時
代
で
盛
ん
に
使
わ
れ

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
市
の
イ
ス

ノ
キ
は
徐
々
に
減
っ
て
い
っ
た
た

め
、
日
向
（
宮
崎
）
や
薩
摩
（
鹿

児
島
）
で
作
ら
れ
た
柞
灰
を
使
用

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
近
年

で
も
、
開
発
な
ど
に
よ
っ
て
イ
ス

ノ
キ
の
数
は
減
少
し
て
い
て
、
県

内
で
も
ご
く
僅
か
に
見
ら
れ
る
珍

し
い
樹
木
で
す
。

　
イ
ス
ノ
キ
周
辺
に
は
、
マ
テ
バ
シ

イ
や
ス
ダ
ジ
イ
、
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
な

ど
が
生
育
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は

『
暖
地
海
岸
性
林
』
と
し
て
、
温
暖

な
気
候
に
恵
ま
れ
た
場
所
で
見
ら

れ
る
貴
重
な
植
生
で
あ
り
、
市
の
天

然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

早
里
の
イ
ス
ノ
キ

〜
伊
万
里
市
の
天
然
記
念
物
シ
リ
ー
ズ
④
〜

男
女
協
働
参
画
、
最
初
の
一
歩
は
家
庭
か
ら
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　『
育
児
・
介
護
休
業
法
お
よ
び

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
』

が
令
和
６
年
５
月
に
改
正
さ
れ
、

令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
段
階

的
に
施
行
さ
れ
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
が
行
っ
た
、
令

和
５
年
度
雇
用
均
等
基
本
調
査

の
結
果
で
は
、
女
性
の
育
休
の

取
得
率
は
84
・
１
㌫
で
前
年
度

よ
り
３
・
９
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、

男
性
の
取
得
率
は
30
・
１
㌫
で
、

13
ポ
イ
ン
ト
の
上
昇
は
過
去
最

高
の
伸
び
で
し
た
。
し
か
し
、

女
性
の
取
得
率
が
８
割
台
で
推

移
し
て
い
る
一
方
、
男
性
の
取

得
率
は
上
昇
し
て
い
る
も
の
の
、

女
性
と
比
べ
て
低
い
水
準
で
す
。

　
男
性
の
育
休
取
得
を
妨
げ
る

要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

は
、
育
休
は
女
性
が
取
得
す
る

も
の
と
い
う
社
会
の
固
定
観
念

や
職
場
の
上
司
や
同
僚
の
理
解

不
足
、
ま
た
、
育
休
取
得
後
の

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
へ
の
影
響
を

懸
念
す
る
意
識
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
育
児
休
業
給
付
金

は
賃
金
の
１
０
０
㌫
が
補
償
さ

れ
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
育

休
中
に
収
入
が
減
る
こ
と
も
育

休
取
得
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　『
育
児
や
家
事
は
女
性
の
仕

事
』
と
考
え
る
風
潮
が
、
昭
和
世

代
の
人
に
は
ま
だ
ま
だ
根
強
く

あ
り
、
男
性
の
育
児
や
家
事
へ
の

参
加
が
当
た
り
前
の
こ
と
と
し

て
浸
透
す
る
た
め
に
は
、
制
度
の

充
実
に
加
え
、
社
会
や
企
業
全
体

で
の
制
度
の
周
知
や
個
人
の
意

識
を
変
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
家
庭
の
中
で
『
男
性
の
仕
事
』

『
女
性
の
仕
事
』
と
思
っ
て
い
る

固
定
し
た
概
念
を
見
直
し
、
男

性
も
育
児
や
家
庭
内
の
家
事
な

ど
の
役
割
を
平
等
に
分
担
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ
て
男

女
の
区
別
な
く
行
動
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
男
女
の
差
な
く

平
等
な
未
来
へ
と
つ
な
ぐ
初
め
の

一
歩
と
し
て
、
各
家
庭
か
ら
意
識

の
改
革
を
行
い
、
認
識
の
変
革
が

必
要
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

【�

伊
万
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い
ま
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プ
ラ
ザ
』
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員
】
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